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要旨 : 

熱間圧延棒鋼の強度および延性の経時変化機構を解明するために，aging 温度，切削試験

片径および水素量の影響，水素添加および脱水素過程での強度と延性の変化を調査した。

結果は次のとおりである。(1) Y.S.および水素量は長時間低下しつづける。Y.S.は試験片径

が小さいほど低下量が少なく，aging 温度が高いほど早く低下し，後期で上昇する。この

間，T.S.は変化せず，延性は向上する。(2) Y.S.は水⠀
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